
都市再生整備計画　フォローアップ報告書

総社駅南地区

平成２３年１２月

岡山県総社市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

4.0

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

2,114

見込み・確定

の別

2,066 ○

5,200

○

5,200

10.8

3.2

○

目標値

その他の

数値指標３

その他の

数値指標２

計測時期

H23年4月

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 定住人口の増加 人 1,676

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

2,121

事後評価

見込み・確定の別

24

事後評価

6.7

1年以内の

達成見込み

1年以内の

達成見込み

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

-○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

-

- - -

-- -

○

2.1

指標２

総合所見

利便性が高く，安全・安心・快適な

住宅市街地として，定住人口が増

加している。

災害時の飲料水の確

保

人 200

指標４

身近な住環境と安心

への満足度

５段階

評価の

平均値

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

-

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

定期的な防災訓練と継続的な啓発

活動により，防災に関する地域の

力が高まっている。

指標５

緊急時救済困難戸数 戸 112

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

常盤公園に設置された耐震性貯水

槽などにより，高い防災環境が

整っている。

4.8 H23年12月 -

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

事業効果への理解が深まり，既存

集落周辺の基盤整備が促進され，

市街地の安全性が高まっている。

○

H23年12月

指標３ 狭隘道路率 ％ 31.6

指　標 従前値

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに

よる確定値

その他の

数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

計測時期

22

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

-

事業効果への理解が深まり，既存

集落周辺の基盤整備が促進され，

市街地の安全性が高まっている。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ

る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま

□　改善策に補強が必要

□　新たに改善策をたてる



２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

・歩行者等動線を確保していくことで，歩行者等に

やさしい市街地環境を創出することができた。

実施時期

・地域住民のまちづくり活動に対する運営支援。

・総社駅南土地区画整理事業の促進。

・夜間通行の更なる安全性を高める照明施設等の設置。

・身近なコミュニティ形成の場となる街区公園の整備。

・交通マナーの向上。

・ＪＲ総社駅へと繋がる安全で利便性の高い自転車・歩行者道

の整備。

・既存集落周辺における４ｍ未満の細街路が減少

し，市街地の安全性が高まっている。

・地域ぐるみでの防犯活動により，より安全で快適

な住環境を創出し，夜間通行・歩行時の安全・安

心性を高めることができた。

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・総社駅南土地区画整理事業の推進。

・地域住民による防犯パトロール活動の実施。

・公園内のグラウンドで定期的にグラウンドゴルフを開催。

・道路整備に伴う歩行者等道路整備。

実施した結果

・交通事故の防止に繋がった。

具体的内容

・市民活動や憩いの場として公園が利用され，地

域コミュニティが形成されている。

・幹線道路交差点に信号機を設置。

実施した具体的な内容

・自主防災組織による防災訓練の実施。

・常盤公園（防災公園）防災イベントの開催。

・まちづくり活動を積極的に支援するための検討。

今後の課題　その他特記事項

・地域独自の交通ルールを含めた規制等の導入。

・地域防災組織の活動に対する継続的な支援。

・地域住民の参加により，地域の防災意識を向上

させることができた。

・地域住民のまちづくり活動の実態に即した具体

的な支援策が固まりつつある。

・成果を持続させるために

行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた

めの改善策

・残された課題・新たな課題への

対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した

今後のまちづくり方策（事項）

安全・安心な交通ネットワークの維持・保全

安全・安心な防災環境の創出

快適な自転車・歩行者空間の創出

安全・安心な住環境の創出

地域コミュニティを形成する環境づくり

人優先のまちづくり

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（精算報告）

総社

そ う じ ゃ

駅南

え き な ん

地区

岡山

おかやま

県　総社

そ う じ ゃ

市

し



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 81.8 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 Ｈ１６ Ｈ２２

人 Ｈ１７ Ｈ２２

％ Ｈ１７ Ｈ２２

－ Ｈ１７ Ｈ２２

１０．８％

（１，３００ｍ）

良好な住環境と安心への満足度

区域内の住環境や交通ネットワークに対する満足度

について地区住民を対象に実施したアンケート調査

結果で５段階評価(１：不満～５：満足)した平均評

点。

防災公園の整備や生活道路等の整備により、地域住民が満足

できる環境の実現を目指す。

２．１ ３．２

狭隘道路率

(快適で災害時に強い交通ﾈｯﾄﾜｰｸ整備)

４ｍ未満の狭隘道路延長率低減

（４ｍ未満の狭隘道路延長減少）

現在の既存集落内の道路は４ｍ未満がほとんどであり、６ｍ

の道路整備を推進することにより、安心で安全な居住環境が

整備される。

３１．６％

（３，５６０ｍ）

２，０６６人

災害時の飲料水の確保 災害時の給水可能人数の増加

給水車と貯水槽の整備を行うことにより、災害時の給水可能

人数の増加を図る。（３リットル／日×３日分）

２００人 ５，２００人

定住人口の増加 総社駅南地区内の定住人口の増加

近年、市の人口増加が停滞している中で、居住環境の整備を

進めることにより総社駅南地区内の定住人口の増加を図る。

１，６７６人

目標と指標及び目標値の関連性 従前値

大目標　：　公共施設の整備推進による快適で災害に強い市街地環境の整備

目標１　：　住民参加によるすべての人が安心して住める住環境整備

目標２　：　災害時の拠点整備及び交通ネットワークの整備

　本地区は、総社市中心市街地の南側に隣接し、ＪＲ総社駅から南へ約１kmに位置しており、地区周辺は土地区画整理事業により整備が行われた良好な市街地を形成している。

　地区中央には、地区内を南北に縦走する(都)門田三輪線、地区内西側には常盤小学校・常盤幼稚園・中央保育所、地区南側には総社南高校・総社運動公園が整備されており、２本の都

市計画道路とＪＲ総社駅から総社運動公園を結ぶ、(都)駅前運動公園線(歩行者自転車専用道路)及び常盤公園(近隣公園)の整備が予定された利便性の高い地区である。

　このため、地区周辺の整備動向等により，将来の人口増加の受け皿として，良好な市街地環境の整備を目的に、平成３年より本地区を中心とした土地区画整理事業を行っている。

　しかし、地区内の一部に家屋が密集している地域があることやその後の社会情勢の変化を受け、Ｈ１７年度現在において都市計画道路の整備は進んだものの、区画道路を中心とした公

共施設の整備が、既存集落内で特に遅れており、土地の有効利用・交通の利便性・防災面からも劣悪な環境となっており、地域住民からも一日も早い公共施設の整備が求められている。

・本地区は、地区内に常盤小学校・常盤幼稚園・中央保育所等の文教施設が整備されており、ＪＲ総社駅から南へ約１㎞という利便性の高さにも関わらず、公共施設の整備の遅れから、

宅地化及び良好な市街地環境の形成に支障をきたしている。

・近隣住民の憩いの場や災害時における避難の場となる公園の整備及び災害時にも活用できる交通ネットワークの整備が遅れている。

・老朽化した木造家屋が密集している既存集落内の道路は、幅員４ｍ未満の道路がほとんどであり、緊急車両の進入が困難なエリアが点在し、緊急時の対応に支障をきたしている。

　総社市都市計画マスタープランでは、当地区は「活力と魅力にあふれ、自然環境と調和した暮らしの中心となる地域」と位置づけられている。

　マスタープランでは、上記のまちづくりテーマに基づき、「総社駅南地区」土地区画整理事業の早期完成、幹線道路沿道の緑化を図り水と緑のﾈｯﾄﾜｰｸ形成に努める、人々の生活の場と

なる身近な生活道路は安全面と防災面からの整備を図る、総社運動公園･総社北公園･常盤公園は防災機能を有する公園として整備推進する、都市防災関連施設の整備推進することなど

が、まちづくりの方針とされている。

目標値

都道府県名

岡山県

おかやまけん

総社市

そ う じ ゃ し

総社駅南地区

そ う じ ゃ え き なん ち く

計画期間 交付期間 22

指　　標 定　　義



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

≪事業終了後の継続的なまちづくり活動≫

本地区では、地元の自治会やまちづくり協議会が主体となって、まちづくり交付金事業で整備された施設を利活用し、街の維持･管理を含め、よりよい居住環境の創出に向けた様々なまちづくり活動

を展開する予定である。

≪交付期間中の計画の管理について≫

交付期間中において、各事業を円滑に進め、目標に向けて確実な成果を上げるために、行政と地元のまちづくり組織が協働して、毎年、事業成果について評価や事業の進め方の改善等を行うた

め、モニタリングを実施する。また、その結果については、広報紙などにより市民に情報を公開する。

方針に合致する主要な事業

整備方針１：住民参加によるすべての人が安心して住める住環境整備

・都市計画道路の整備にあわせて、既存集落内など未整備の区画道路の整備を促進すること

により、緊急車両の進入が困難な狭隘道路を解消し、安全で安心な居住環境を創出する。

・ＪＲ総社駅と総社運動公園を結ぶ駅前運動公園線（歩行者自転車専用道路）に接して、常

盤小学校等の文教施設と常盤公園(近隣公園)が隣接して設置される予定となっており、その

ほかにも街区公園が３箇所設置される予定となっている。

　そのうち常盤公園について、住民参加のワークショップ形式により、遊具・植栽・休憩施

設等の設置を検討した上で、本来公園が持つコミュニティ形成の場として、また憩いの場と

しての空間整備を行う。

・これらの具体的施策の展開により住民の地域への愛着がより一層醸成され、街並み美化や

景観向上に向けた自治会活動のより一層の活発化を図る。

・これによって、定住人口の増加を目指す。

・道　　　　路（基幹事業／駅前運動公園線他１路線・市）

・公　　　　園（基幹事業／常盤公園・市）

・土地区画整理事業（基幹事業／市）

・地域創造支援事業（提案事業／土地区画整理事業・市単独費）

・まちづくり活動推進事業（提案事業／住民参加によるまちづくり活動の推進事業・市）

・事業活用調査（提案事業／今後のまちづくりを検討するための事業効果分析調査・市）

・土地区画整理事業（特会）（関連事業／市）

整備方針２：災害時の拠点整備及び交通ネットワークの整備

・都市計画道路の整備にあわせて、既存集落内など未整備の区画道路の整備を促進すること

により、緊急時等にも十分に対応できる交通ネットワークを整備する。

・近隣公園である常盤公園は、隣接する常盤小学校と一体となった災害時の避難拠点として

位置づけ、災害時における防災施設の拠点としての整備を行う。

・防災機能を高めるため、消防機庫、防火水槽を整備する。

・道　　　　路（基幹事業／駅前運動公園線他１路線・市）

・公　　　　園（基幹事業／常盤公園・市）

・地域生活基盤施設（基幹事業／地域防災施設整備･市）

・土地区画整理事業（基幹事業／市）

・土地区画整理事業（特会）（関連事業／市）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

総社市 直 26.0m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 10 10 10 10

②１号線 総社市 直 25.0m Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 13 13 13 13

総社市 直 10,000㎡ Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１８ Ｈ２１ 456 456 456 456

河川

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 総社市 直 － Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 93 93 93 93

地域生活基盤施設 総社市 直 － Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１８ Ｈ２１ 23 23 23 23

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業 総社市 直 52.2ha Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 1,105 1,105 1,105 1,105

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,700 1,700 1,700 1,700 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

総社市 直 52.2ha Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 625 625 625 625

総社市 直 － Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 4 4 4 4

－

総社市 直 － Ｈ１８ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２２ 9 9 9 9

－

合計 638 638 638 638 …B

合計(A+B) 2,338

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

総社市 直 52.2ha ○ Ｈ３ Ｈ２２ 10,668

合計 10,668

土地区画整理事業（特会） 総社駅南地区

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活

動推進事業

住民参加によるまちづくり活動の推進 常盤公園等

－

事業活用調

査

事業効果分析調査 －

－

地域創造

支援事業

土地区画整理事業 総社駅南地区

交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

規模

（参考）事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0

住宅市街地

総合整備

事業

総社駅南地区

－

常盤公園内地域防災施設整備

総社駅南地区内地域防災施設整備

－

－

－

公園

常盤公園

細項目 うち民負担分

道路

①駅前運動公園線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

0.41

規模

（参考）事業期間

交付対象事業費 2,338 交付限度額 962.8 国費率

交付期間内事業期間


